■　学会認定認知行動療法スーパーバイザー申請書類一式：

1 日本認知・行動療法学会「認知行動療法スーパーバイザー」資格認定申請書
2 履歴書：学歴

3 履歴書：職歴

4 認知行動療法トレーニングガイドライン基本項目の業績評価
1. 認知行動療法トレーニングガイドライン基本項目①の業績評価：
認知行動療法の理論と発展
2. 認知行動療法トレーニングガイドライン基本項目②の業績評価：
ケースフォーミュレーション

3. 認知行動療法トレーニングガイドライン基本項目③の業績評価：
面接の構造化と基本的態度・応答技術

4. 認知行動療法トレーニングガイドライン基本項目④の業績評価：
認知行動療法を構成する基本技法
5. 認知行動療法トレーニングガイドライン各論①の業績評価：
うつ病への認知行動療法（各論） 

6. 認知行動療法トレーニングガイドライン各論②の業績評価：
不安症への認知行動療法 （各論）
7. 認知行動療法トレーニングガイドライン各論③の業績評価：
学級集団に対する認知行動療法（各論）
8. 認知行動療法トレーニングガイドライン各論④の業績評価：
就労支援における認知行動療法
9. 認知行動療法トレーニングガイドライン各論⑤の業績評価：
司法・犯罪分野における認知行動療法
10. 認知行動療法トレーニングガイドライン各論⑥の業績評価：
嗜癖への認知行動療法
11. 認知行動療法トレーニングガイドライン各論⑦の業績評価：
被害者支援における認知行動療法
12. 認知行動療法トレーニングガイドライン各論⑧の業績評価：
子育て支援における認知行動療法の適応
13. 認知行動療法トレーニングガイドライン各論⑨の業績評価：
職域の予防的取組みにおける認知行動療法
14. 認知行動療法トレーニングガイドライン各論⑩の業績評価：
PTSDにおける認知行動療法
15. 認知行動療法トレーニングガイドライン各論⑪の業績評価：
学校での個別支援における認知行動療法
5 所有する国家資格、専門資格の証明書・免許証等のコピー
6 専門行動療法士資格認定証（コピー）
7 ケースレポート

■　注意事項

①～⑤については必ず提出してください。
⑥,⑦については申請に必要なもののみ提出してください。

申請書の提出書類の欄に必ずチェックをしてください。

　申請時に必要な書類は認知行動療法の基礎に関する4科目（申請書類：SV.gyouseki_kihonの業績A１～A4）と，各論のうちから１科目（SV.gyouseki_kakuronの業績A5～A15）
